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“しかけ”として、考えてみた･･･ 
○親の力を活かす 

・親を呼ぶなら、まずは子どもを呼ぼう。 

・積極的に地域に関わる家庭で育ち、親となった

人とその友達を巻き込んでみよう。 

○地域と子どもがつながる 

・小学生だけでなく「中学生」も地域のつながり

に参加してもらおう。 

・中学生や小学生をふれあい喫茶の手伝いをお願

いしてみよう。 

○学校と地域がつながる 

・「学校」と「地域」がつながり、“啓発”のつ

ながりを拡大させよう。 

・学校から地域だけでなく、地域から学校へ向け

て働きかけてみよう。 

・授業を「昔の遊び会」などを地域から働きかけ

て開催してみよう。 

 

 

 

目指すのは「啓発版ＰＴＣＡの設立」 
 

 

 

そのため、地域ゆめ・まち会議を交流やつながり

の拠点として継続していこう 

 

 

 

 

地縁団体等ではそれぞれの分野で活動・活躍して

おり、その分野にかけては人脈・情報を有している

住民が多い。この人達を発見・発掘することは活動

をスムーズに進めるための重要な要因である。半面、

個人的なつながりなどはあるが、団体間のコミュニ

ケーションは十分とは言い難い側面があり、ワーク

ショップではじめ「知る」ということもある。 

5．他の地域への参考となるアドバイス 
 

今回のテーマなど進め方の説明です 

マップを前にして、地域の「いいところ」 
「気になるところ」を議論しています。 

いろいろでてきました 
「いいところ」「気になるところ」 

さぁ、発表です。各班の成果を 

□得意なこと 
大局を見失わずに、物事をポジティブに進め、人と人と

の「かかわり」や「つながり」を大事にするところです。

ただポジティブは時と場合によっては「積極的」と捉え

られる半面、「でしゃばり過ぎ」と誤解を生むこともあ

ります。そこは注意するところです。 

 

□これまでの活動実績  
○「福祉でまちづくり」などまちづくりに向けての活動 

・公衆浴場等の福祉的活用検討支援 

・地域福祉計画支援づくりモデル事業支援　 

・大阪府地域福祉モニタリング事業 

・大阪市地域福祉計画策定のワークショップ事業 

○「まちづくり」事業 

・茨木市沢良木地区「島地区ふれあいゾーン整備検討

支援」 

・東淀川区地域ゆめ・まち会議運営支援 

 

□これまでの活動を振り返って 
一人ひとりが生活背景や意識が異なることから、全体

としてのハーモニーがなかなかとれず、「どうしようか

な」と思い悩むことがよくあります。そんなとき、助言

だけでなく「気楽に」と言葉を掛けてくれる仲間が入

ることです。まちづくりで重要なことは、人と人の「つ

ながり」をむすぶことですが、このことが最も難しいこ

とだと思います。それに悩んでいる時、仲間はそっと

声をかけ、「つながり」の大切さを再認識させてくれま

す。そうした仲間を「まちづくり」をきっかけに増やし

ていきたいと考えています。 

□ここが売り！！ 
遊ぶこと、おもしろいこと、そして人が好きであること。

まちづくりでも楽しくないとおもしろくない、また杓子

定規に進めてもなかなか進まない、遊びというゆとり

を持つことが必要だと思います。そのため、多くの人

と出会い（まちづくりはきっかけでもあります）、遊び

や楽しさをもっと吸収していきたいと考えています。 

いろいろな意見が出てきました 
（東淀川区下新庄地域でのワークショップ） 

意見を付せんに書き留めています 
（東淀川区小松地域でのワークショップ） 
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4．今後予定している活動や目標 


